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地熱情報や地球科学デｰタを地図･断面図等に表現とカミ多い.SIGMAではデｰタベｰスとしてファイ

するための汎用のソフトウエアを開発しアトラス作成ル化した情報については表示アプリケｰション'ソプ

システムGATLASと名付けた.システムの標準のトウエァを用いて検層図･等値線図･柱状断面図など

ファイル様式を一般性をもたせていくっか定義し,それに表示できるようにしている.特に地図表示は各種の

らの標準ファイルからプロッタ出力までのすべての過程情報を重ね合せて相互の関係を解析していくときの基本

がGATLASにより柔軟かつ容易に処理できる.となるものであるため統一的な設計思想で対処した

(花岡他1982)｡

しかしあらゆる種類の地熱庸報カミデｰタベｰス化さ

1.はじめに

れるわけではないからこれらのデｰタベｰス'システ

当所において開発を進めている地熱情報デｰタベｰムに加えて開放的な処理体系カミ必要とされていた.

ス･システムSIGMAでは地熱資源の研究･探査おまたデｰタの表示様式も三次元的表現のようにより

よび評価を行うために必要な地球科学デｰタの総合的桂解釈しやすい形でデｰタを表現することが要求されてき

コンピュｰタ処理をその目標としている.地熱資源をだ･これらの要求を満たすべく新たに開発したSIGMA

探査するために地質調査･物理探査･地化学探査などのサブシステムがアトラス作成システムGATLASで

の地表調査のほか坑井調査や空中調査も行われている.ある.GATLASを用いることによりユｰザの持つ

これらの情報を効率的に解析･利用するためにオンラ様々故地熱膚報もSIGMAのデｰタベｰスに蓄積された

インの数値ファイルとしてデｰタベｰスを開発してきた.情報とともに処理し各種のアトラスを容易に作成でき

またデｰタベｰスから検索したデｰタを解析するためる.

に標準的な処理･表示システムも開発している(花岡

2.G･ATLASの概要

地1982).

デｰタベｰスの申に蓄積したデｰタおよびこれらのGATLASの目的はSIGMAシステムの一環として

デｰタを解析して得られた二次的なデｰタは地図･断位置情報を持った各種の地球科学デｰタを様々たアドラ

面図あるいはその他の回として表現してから利用するこスとして容易に表現することである.このためにGA･
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TLASには大きく分けてSSファイル作成機能･SSフ

ァイル演算機能･図化機能の三つの機能がある(第1

図).この他にGATLASの使用に際して便利なように

各種のユｰナ=イ.リティがある.

GATLASの実行はTSSによる対話形式で行う.作

図パラメｰタ入力などはコンピュｰタの端末装置から

メニュｰ方式により容易に行える.また実行した作

図処理の手順･作図パラメｰタ値を保存しておくことカミ

でき再作図やバッチ的連続処理を容易に行完る.

GATLASの主な出力装置はペン･プロッタとイン

クジエット･カラｰ･プロッタである.特に後者の豊

富な色表現能力(4913色)を駆使することによりGAT･

LASは地下情報の把握のための強力恋道具となる.

3.G･ATLASの実行

GATLASシステムの実行はGATLASと並行して

開発されたPIシステム(πシステム:ProjectInfomation

･ystem)によって管理されている.PIシステムとは

ユｰザカミファイル及び実行プロセス(手順)の管理を手

軽にかつ効率よく行うためのシステムである.この

システムを使用することによりデｰタ･ファイルや実

行プロセスの内容･作成者･作成年月日･作成実行プロ

セス･入出力ファイル等の情報を容易に管理･表示する

ことが可能である･また登録された実行プロセスを

メニュｰ状の画面により選択して実行させることカミでき

このようにして実行されたいくつかの実行プロセスをま

とめて新たな実行プロセスとして登録することもでき

る(第2図)･またこうして登録された実行プロセス

をメニュｰ方式によって呼び出し実行する実行支援

機能カミある.GATLASシステムの実行はこのPI

システムの実行支援機能により行われる.

GATLASにおいてその単位実行プロセスは対話式

の画面入力による演算パラメｰタ入力部と実際の演算

処理部に分かれる.両者はオペレｰション･パラメｰ

タ･ファイルと呼ぶファイルにより演算パラメｰタ等の

受け渡しを行っている･指定したオペレｰション･パ

ラメｰタ･ファイルが存在している場合には対話式の

演算パラメｰタ入力は行われず既存のオペレｰショ

ン･パラメｰタ･ファイルを用いて演算処理カミ実行され

る(第2図).

このような実行プロセスの構造とPIによる実行プロ

セスの登録機能との組合せによりGATLASは様々な

要求に応えうる･ものとなっている･例乏は対話式の

入力による実行のみでなくあらかじめ準備したデｰ

タ･ファイルとオペレｰション'パラメｰタ･ファイル

メニュｰ､P1システムの

プロセスの選択{i･一一メニュｰ制御用

システム･ファイル

入力プアイル

定義

(GATLAS用)

プロセス実行:GATLASの各モジュｰルの実行

名モジュｰルの

機能を実行

オペレｰション･

パラメｰタ･

ファイル

����

入力プアイル

出力プアイル

乏

実行プロセス

登録?

�匀

･実行プロセス

登録作業

出力プアイル

登録作業

実行プロセス

EXECファイル

第2図PIシステムとGATLASの実行

を用いてバッチ処理的な連続実行を行い少しずつパ

ラメｰタやデｰタを変えて作図を行うことができる.

PIの実行支援機能を用いて実行できる実行プロセス

及びその検索手順(メニュｰ構造)はPIシステムのメ

ニュｰ制御用ファイルによって定義されている.この

ファイルを編集することにより新しい実行プロセスを

追加したりメニュｰ構造を変えることは容易である.

このようなPIの機能によりGATLASシステムの拡

充やそのメニュｰ構造の変更はGATLASの全体に

対して大きな影響を与えずに簡単に行える.定型的な

処理をまとめて登録しメニュｰの中から選択すること

地質ニュｰス353�
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フ了イル

分類

基

図

用

平

面

断基

面図

断

ファイルの種類

地図用リンクデｰタ

地図用標高デｰタ

基図名称デｰタ

点

デ

タ

デ線

タ

面

デ

グ

ランダム点

格子点

リンクデｰタ

閉曲線

領'域

標準メッシュ

定義領域

標準メッシュ

テLタ

格子点

画素デｰタ

断面線標高

点

デ

タ

テ線

タ

面

デ

タ

抗

弁

デ

タ

ランダム点

格子点

リンクデｰタ

閉曲線

領域

ランダム点

等間隔テLタ

区間デｰタ

タイプ名

MA戸LNK

���

���

乁�

乁��

偏��

���

�之

偏�

�卅�

���

�剉�

���

�体匀

�佉�

婇剉�

���

��刀

坐佉�

��

坂何乄

デ

夕構造

LinUDAttr≡N

XlY一一一XNYN

M2茸Seqh1h2.

上40

'M3#XY.一AttrNameθ

OX,Yは地表平面での位置座標

OZ,Cは断面上での位置座標

Oh,Hは標高値

ODは地表からの深さ

OM,M#は基準メッシュコｰド

Om,m#は分割メッシュコｰド

｡Attrは固定フォｰマットの属性デｰタ

OVは指定フォｰマットの厨性デｰタ

OKは整数デｰタ

ORは実数デｰタ

ON,n,レは可変デｰタ数のカウント

OProjは投影法パラメｰタ

LinkID�N�V�X1Y1K1一一一XNYN底N�������

Area�N�ttrn1�LinkIDn�レu�V11�XllI�Y111�一一一�X11〃11�Y11レn

�一一1一�LinkID1皿1�レ1n1�Vl.1�Y1｡､1�X1日.1��一一一X1祠､小1�Y…レ1回1�

�一一nN�L{nkIDN1�レN1�V“�XN11�YNu�'一一�XN1州1�YN1州1�

�“11一�LinkIDN皿N'レN.N��VN皿N�XN.N一���YN.N1一一一XN州州｡NYN州州州��

���乖

M1n1ml一一一

叩｡n一一一MNnNmlN_

浮�一

���

��

剌�

一R1N

��

�

��

一KlN

��

ProjXoYoNXlY1m一一XN孤nNh11一一hm1一一hNl一一hNnN

�楮���

��

RLl一

�一

剌一

�湫�一

VZlC工R1

ZNCリRN

���乁���楮歉��

レ11,Y11Z1n･C111

Z1〃ユ1C1〃11

LinkID1皿1リm1.Vmユ

Z1n11C1n11一一一Z1旧11レ1n1Cm〃1m

一■nNLinkIDN1

州工VNlZNllCNn

一一一Link1IDN皿NリN耐NVNnN

�湎��湎�

ZN1州

ZNnNソN皿=N

一CN1州1.

CNnN州叫

We1リD

NXY耳D1V1}一DNVN

坥��

XYH△DV1

噎

Wg叩D

NX-YHD1Y}一一1D･V･

第3図SSファイル主要デｰタ構造一覧
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も容易である･またGATLASのメニュｰ体系とは

別に例えば地質図処理専用のメニュｰ体系を作りそ

のメニュｰ選択によりGATLASの実行プロセスを実行

させることも可能である･このようにPIにシステム

の管理の下に実行されるGATLASは強力な管理機能

とシステムの柔軟性を持つ使いやすいシステムになって'

いる.

4SSファイル及びSSファイル作成機能

GATLASシステムではその内部で扱う作図用ファ

イルとしてSSファイル(SIGMAstandardfile)と呼

ぶ標準ファイルを定義している.SSファイルはSS

デｰタ･ファイルとSSパラメｰタ･ファイルという一

対のファイルからなる.

SSデｰタ･ファイルは位置･属性などのデｰタの

主要部分を収容するファイルである.その書式は様々

なデｰタと出力アトラスの形式に対応しかつユｰザ

の多様な要求をできるだけ制限しないように設計されて

いる.現在のところ第3図のような19種類を定義して

いる.ただし基図用の3種類のSSファイルと断面

線標高ファイルは地図デｰタベｰスの中間ファイルを

そのまま使えるようにしておりSSパラメｰタ･ファ

イルを持たない特殊なSSファイルである･

SSパラメｰタ･ファイルはSSデｰタ･ファイル

の内容の記述様式･座標系などを定めるパラメｰタやコ

メントを含んだファイルである･その書式は第4図のよ

うに定義されデｰタ･ファイルの種類により各レコｰ

ドの要不要が決まっている.SSデｰタ･ファイルの

属性部分(第3図のV)カミ側えば1バイト目が重力測

定値2バイト目カミ重力ブｰゲｰ異常値…と定義さ

れているということを示すのがフォｰマット･レコｰ

ドである.またSSファイル中の位置座標の基準と

怒っている座標系(例えばUTM図法第52帝)を定義する

のが投影法レコｰドであり格子デｰタの縦横の要素数

原点位置格子の傾き在とを定めているのが格子点レ

コｰドである.このよう柱各種のパラメｰタが含まれ

ているのがSSパラメｰタ･ファイルである.

�

集計レコｰド

�

画素レコｰド

�

格子点レコｰド

�

メッシュレコｰド

40投最多法レコｰド

30フォｰマットレコｰド

20タイトルレコｰド

10ヘッダニレコｰド

OO識別レコｰド

Parameter-file2レコｰドは,カｰドイメｰジのレコｰドから

成っており､先頭2コラムの種別Nαの順に並べられている｡

種別Nα(K#)

住

ユ0

㈰

㈱

㈵

㌰

40～42

�

�

�

�

80～81

�

�

�

�

�

�

レコド名

SSファイル作成機能(SSfi1egene.ator:SSGEN)

はGATLASのデｰタ入力部に相当する.GATLAS

でほその処理の基本となるのはSSファイルである

(第1図)･SSファイルではないユニザ･ファイルや

デｰタベｰス中間ファイルからSSファイルを作成する

のがこの機能の主目的である.SIGMAに接続されて

いるディジタイザの入力デｰタをSSファイルに収容す

識別レコｰド

ヘッダレコｰド

文字型タイトル･レコｰド

漢字型タイトル･レコｰド

文字型コメント･レコｰド

フォｰマット･レコｰド

投影法レコｰド

メッシュ･レコｰド

平面格子点レコｰド

断面格子点レコｰド

格子点コメントレコｰド

画素レコｰド

平面図のXYの集計レコｰド

平面図のメッシュコｰドの集計レコｰド

断面図のZCの集計レコｰド

属性デｰタ(V)の集計レコｰド

格子点デｰタの集計レコｰド

画素デｰタの集計レコｰド

第4図SSパラメｰタ･ファイルのレコｰド構成

るのもこの機能の一部に含まれる.第5図にこの機能

の概要を示す.現在のところディジタイザ入力部の他

にはSSパラメｰタ･ファイル作成部が準備されてい

るにすぎない･このSSパラメｰタ･ファイル作成部

はSSデｰタ･ファイルの部分をユｰザが準備して

これに対してSSパラメｰタ･ファイルを作成するもの

である.

第5図に点線枠で示した機能はGATLASを使いや

すいものとするために必要なものである.デｰタベｰ

ス中間ファイル入力部はSIGMAのデｰタベｰスを検

索して得たデｰタを収容したデｰタベｰス中間ファイル

からSSファイルを作成する.SIGMAの地図以外の

デｰタベｰス中間ファイルは現在のところSSファイ

ル形式にはなっていたい｡デｰタベｰス中のデｰタを

検索してGATLASで作図するためにはこの部分を接

続する必要がある｡準SSファイル入力部は準SSフ

ァイルからSSファイルを作成する.準SSファイル

地質ニュｰス353�
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����検索支援プログラム�デiタベｰス��1デｰタベｰス榊了イルI��

SIGMAデｰタベｰス�����中間ファイル��1入力プログラム�1�

�������｣一一'一一■1一��

�������r�I`一一一一一■�

�����

�������1準SSファイル�1�

�����

����シ.ステムのエディタ�準SSフ子イル��■入力プログラムI��SSファイル

�����､����

�����､��｣一i･一一一一一��鶉フ'一タフ子イル

�����＼����SSアｰク･万イル

�����､����

�����､����

�����＼����

����ユｰザ･プログラム�､�SS7アイルの�SSパラメｰタ･ファイル��

���などの処理��デｰタ･フ了仙'部��作成プログラム��

������ディジタイザ�digiti軸汎用プログラム��

������テｰタ入力I�digiti･i皿gd･帥1otプログラム��

�ディジタイザ��������

��､,一一��L�����

XYプロッタグラフィック.ディスプレイ

第5図

SSGEN:SSファ

イル作成機能

とはSSファイルに比べてエディタ等での取扱いが容

易な固定長レコｰド形式EBCDIC表現のファイノレであ

る(SSデｰタ･ファイルは可変調レコｰド･内部表現のフ

ァイルであり作成は容易でディスク容量も小さくてすむが

エディタなどでの取扱いにはあまり向いていない)｡準SS

ファイルの種類はSSデｰタ･ファイルの種類と一対

一に対庵する.GATLASのユｰティリティを使い

SSファイルから準SSファイルを作成することも可能

である.

これらの現在は未開発の部分についても順次整備

していく予定である.

5.SSファイル演算機能

SSファイル演算機能(SSfi1et｡｡n.f｡｡m｡｡:SSTR-

ANS)は目的とする出力図の作成のために必要なタイ

プのSSファイルを既存のSSファイルから作成する

機能である.例として重力の測点デｰタから等重力

線図を描こうとする場合を考える一原デｰタは空間

的にランダムに分布する測定点の緯経度θ,ψとその

測点における重力の値Vとから成るPOINTタイプのS

Sファイルとする･重力の値Vとしては重力測定値

V1フリｰエア異常値V･ブｰゲｰ異常値Y3……と

複数種類のデｰタを扱いうる･このような測定デｰタ

･ファイルが複数個存在していた時それらのファイル

を合わせて一つにし<ファイル･マｰジ(統合)>出力

図に用いる投影図法に合わせてその位置X,Yを緯経

度から座標変換し<座標変換〉最後にこのファイルか

ら格子状のデｰタを計算して求める<補間またはグリッ

ディンク〉.そして作成した格子状のデｰタを用いて

作図機能により等重力線図が作成できる.このような

処理を行うにあたり<〉で示した三種類の演算をS

Sファイル演算機能により実行する必要カミある.この

他にもある多角形･断面線もしくはデｰタ属性による

デｰタの選択デｰタの間引き･連結･ランダム化領

域デｰタのメッシュ化等の様々な演算が考えられる.

現在GATLASシステムで準備しているSSファイ

ル演算機能を第6図に示す.GATLASでは準備して

放いファイル変換で第6図のマトリックスの交点に存在

しうるものもある.その多くは準備されているいくつ

かの演算を重ねて実行することにより実現可能である.

また現時点で存在しない変換でも使用頻度カミ高く要

求の多いものや必要不可欠なものがあれぱこれからシ

ステムに追加していくこともPIシステムの管理下に

あるGATLASシステムにとっては容易である･

6.G･ATLASの図化機能

図化機能はGATLASシステムの中心となる機能であ

る.SSファイノレ作成機能･演算機能により用意した

SSファイルから希望した出力図を作成するのがこの

図化機能である･この機能はベクタｰ型出力デバイス

を用いた作図用のGMAPとラスタｰ型出力デバイス

を用いた作図用のRASMAPの二つに大きく分けられ

る.

ベクタｰ型出力デバイスとはある点から他の点まで

1984年1月号�
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アトラス作成システム

を直線で結ぶことが基本的た作図動作であるような出力

デバイスで代表的抵ものとしてペン･プロッタがある.

SIGMAシステムにおいてはCALCOMPのドラム･

プロッタTEKTRONIXのフラット･ベッド･プロッ

タ及びストレｰジ型グラフィック･ディスプレイの三種

類がある･現在のところGMAPでサボrトしている

のはドラム･プロッタヘの出力のみである.今年度内

にフラッド･ベッド･プロッタについても付属のディ

ジタイズ機能を活用できる形でサポｰトしていく予定で

ある.この型の出力デバイスによる作図は前述のよ

うな特徴からわかるように基本的には線画である･

線の色としてはプロッタのペンの数等で制限されていて

多くの場合数色以内である.また図形の面的在処理

(例えば面の塗りつぶし)にはあまり適さ祖い･GMAP

では面内の模様書き機能があるがこの機能もペン･プ

ロッタで実行するにはかたりの作図時間が必要となる･

ラスタｰ型出力デバイスとは“画素(pixeI)"と呼ばれ

る小さ匁点の集まりとして画を作っていくようなデバ

イスである.この型のデバイスでは直線も画素の連

恋りとして表現される･出力デバイスとしてはドッ

ト･プリンタ静電プリンタレｰザｰ･プリンタイ

ンクジェット･カラｰ･プロックラスタｰ型のグラ

フィック･ディスプレイ等がある.身近校ところでは

テレビ･ゲｰムやパｰソナル･コンピュｰタの画面カミ

この型のデバイスである.SIGMAシステムではこ

の型の出力デバイスとしてはAPPLICONのインク

ジェット･カラｰ･プロッタとCOMTALのイメｰジ･

ディスプレイの二つがある.イメｰジ'ディスプレイ

にはノ･一ドコピｰ装置としてポラロイド･フィルムを

使ったグラフィック･カメラ装置が接続してある.し

かしこの装置で作ったノ･一ドコピｰはアトラスとし

て用いるには小さすぎまたハｰドコピｰ1枚あたり

の単価も高く使用目的は限定されてくる.イメｰ

ジ･ディスプレイ装置は画素数512x512で一画素あ

たり約三万二千色(RASMAPで使用した場合)の表現能

力を持つ.インクジェット･カラｰ･プロッタは大体

85cm×55cmの大きさの画を一画素O･2032mmの大き

さで三色のインクにより描く･4×4の画素を塗り分

けることにより4913色の色表現能力を持ちこのシステ

ムの最も強力な出力デバイスである･ラスタｰ型出力

デバイスは図形の面的な取扱いカミしやすくまた図形同

士のオｰバレイやマスキングカラｰ表示等にも適して

いる.現状では画素の大きさの関係で直線･曲線の出

力がベクタｰ型出力デバイスより粗い感じに放るデバイ

スが多い.現在記憶素子やマイクロプロセッサ素子

等の急速な高密度化･低価格化･高速化によりこのよ

うなラスタｰ型出力デバイスは急速に進歩しつつあり

将来はコンピュｰタ･グラフィックスの標準的祖出力デ

バイスとなりうる.

このようた出力デバイスの特性の差によりGMAP

とRASMAPとでは実現可能な作図機能に違いが出て

くる･各々の機能を第7図･第8図に示す･色表現

能力･面塗りつぶし能力においてラスタｰ型出力デバ

イスの方カミ大きな能力を持つためRASMAPの方が

GMAPより大きな能力を持つ.そこで以下RA･

SMAPを中心に図化機能を説明する｡

RASMAPの機能は大きく分けて単図作成･複合図

作成･整飾の各機能と関連したユｰティリティ群とか

ら成る.

単図作成機能はRASMAPの中心的た機能である.

ごの機能は与えられたSSファイルから単純な図を作

成する･例えばPOINTタイプのSSファイルから位

置図格子状のデｰタ(PGRIDタイプ)から等値線図ま

たは鳥廠図を作成したりする.この機能は出力図の表

現形式が二次元的(通常の地図や断面図讐)か三次元的

(鳥轍図等)かにより大別される.さらに扱うデｰタ

が主として水平面内に分布しているかまたはある断面

線に沿った垂直面内に分布しているかにより各々平

面図･断面図と呼び分類している･さらに画像デｰ

タの作図を行う画像モジュｰルや三次元的表現におい

て地形の鳥廠図と断面上のデｰタを同時に表現する立

体図モジュｰル等カミ存在する.各モジュｰルの概要を

示すと次のようになる.

二次元平面図

･全国区モジュｰル:海岸線･河川放とによる

小縮尺図用の基図を作成する.

･二次メッシュ基図モジュｰル:海岸線･河川な

どによる大縮尺用の基図を作成する･

･ポスティング･モジュｰル:各種の点デｰタ

線デｰタからその位置に記号･線･数値･文字

･円グラフ･ヒストグラム･ロｰズダイアグラム

･ベクトル等を描く｡

･グリッド･モジュｰル:点デｰタに対しその

位置に属性と対応した色の四角を描く･

･メッシュ･モジュｰル:メッシュ･デｰタを

回として表示する｡

･コンタｰ･モジュｰル:グリッド･デｰタ(格

子状デｰタ)から色分けした等値線図を描く.

1984年1月号�
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第8図GMAPモジュｰル関連図
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アトラス作成システム

･ポリゴン･モジュｰル:地質図のように領域

デｰタを回として表示する.

二次元断面図

･断面基図モジュｰル:断面線に沿った地形を作

図する.

･ポスティング･モジュｰノレ:断面上に数値1記

号･ベクトル･テトラダイアグラム等を書く畠

･一般柱状図モジュｰル:柱状図または複数の

柱状図を地層で関係づけて示す.

･柱状グラフ･モジュｰル:坑井の検層デｰタ等

を断面上に柱状グラフ(井戸に沿った折れ線グラ

フ)として書く.

･色変調柱状図モジュｰル:坑井の検層デｰタ等

をカラｰ･スケｰルと対応づけて表現した柱状

図を断面上に描く･

･等値線図モジュｰル:断面上の複数の坑井の検

層デｰタ等から断面上の等値線図を作成する.

･層モジュｰル:断面上において地層等の領域デ

ｰタを表示する･

.線モジュｰル:地層境界のような断面上の線を

書く.

二次元画素モジュｰル

ランドサットMSS画像のような画像デｰタを表示

する.

三次元平面図

･3Dグリッド･モジュｰル:点デｰタに対し

その位置にある属性に対応した色と高さを持つ

四角柱を描いた鳥圃敢図を作成する.

･4Dグリッド･モジュｰル:3Dグリッド･モ

ジュｰルと違い四角柱の色と高さに対し,別の

属性を対応づけて作図する.4Dと称している

のは位置(X,Y)十高さ十色と四つの要素を

用いているため.

･3Dサｰフェス･モジュｰル:グリッド･デｰ

タを三次元的に表現した鳥厳図.グリッド上の

要素(i,j)の位置にその点における属性値Rij

の高さを対応させた格子の鳥廠図上にRijに対

応した色を描く.

･4Dコンタ･モジュｰル:3Dサｰフェスにお

いて高さに淋させる離噌と色に対応さ

せる属性･雲とが異なるよう鯛を作成する･

'4Dポリゴン･モジュｰル:物理量Rijに高さ

を対応づけた格子の鳥目敢図上に地質のような領

1984年1月号

第9図RASMAP出力例:関東周辺地形図(2次元)一一

域デｰタを投影して彩色した図を作成する.

'ポスティング･モジュｰル:物理量Rijに高さ

を対応づけた格子の鳥回敢図上に点デｰタに対応

した記号･数値･文字等を書く.

･線モジュｰノレ:格子の鳥臓図上に線デｰタに

対麻した線を描く･

三次元断面図モジュｰル

二次元断面図の一般柱状図･色変調柱状図･断面等

値線･層･線の各モジュｰルと同じ内容の図を三次元

第10図RASMAP出力例:関東周辺地質図(2次元)�
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第11図

RASMAP出力例:関東周辺地形

図(3次元)

的な鳥圓敢図として作成する.二次元断面図では縦

軸は深さ横軸は断面線に沿った距離として作図して

いて断面線が折れ曲がっていてもそれを引き伸ばし

て表現している･この三次元断面図モジュｰルは断

面線の空間的な配置をも同時に表現できる.

三次元立体図モジュｰル

断面形状を伴った立体図を描く.つまり標高を鳥

圓敢図として表現しその断面上に線デｰタ及び層デ

ｰタを表示する.

以上のよう校単図作成機能によって出力されるアトラ

スの例を第9図～第13図に示す･第9図～第11図は関

東地方の地形と地質を扱った例である.第9図は地形

図<二次元平面図コンタ･モジュｰル>第10図は地

質図<二次元平面図ポリゴン･モジュｰル>そして第

11図は地形の鳥圓敢図<三次元平面図3Dサｰフェス･

モジュｰノレ>である.この地形の鳥敏図上に地質デｰ

タを書いた図カミ本紙表紙のアトラスである<三次元平面

図4Dポリゴン･モジュｰル>･第12図は三次元平

面図4Dコンタ･モジュｰルにより中部地方の地形

鳥臓図上に重力のブｰゲｰ異常を色で表現した図である

第12図

RASMAP出力例:中部日本の地形と重力異常

(河野地1983)

地質ニュｰス353�
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アトラス作成システム

第13図

RASMAP出力例1南九州三次元立

体図(山口他

���

(河野･酉･山本1983).第13図は南九州地方の桜島

霧島を通る断面上に重力基盤を表示した三次元立体図

の例である(山口他1983:重力基盤デｰタは駒派(1982)未

発表による).原図はカラｰであり白黒では十分に表

現できないことか残念ではあるがRへSMAPの持つ強

力な作図能力の一端をこれらの例により示しうると思う.

このようにRASMAPの単図作成機能は様々な作図が手

軽に行え地球科学デｰタをより理解しやすい形に表現

することができる.

により作図されてきた画に整飾(marginaldesign)を

ほどこす機能である｡つまり作図した画にタイトノレ

･図郭･緯経線･索引回･凡例たどを書き入れ地図ら

しくする機能である･平面図の整飾の例を第14図に示

す･このようにして整飾を加えると図面の完成度が高

くなり国土地熱資源基本図の作成などに当っては最終

成果品にふさわしい仕上りとなる.またこのよう放

出力図を出版したりする場合にもデｰタと矛盾のない整

飾ができ整飾のための製図工程も不要となる.

RASMAPの複合図作成機能は上記のようにして作

図した単図の配置を変えでいくつかの単図を組合

わせて一つの出力図にまとめる機能である.この機能

を用いることによりある図の申に他の図をはめこんだ

り視点を変えて見たいくつもの鳥駁図を一枚にまとめ

てみたりすることか可能に在る.RASMAPのユｰテ

ィリティ中には既に作図してある二つの画に対し画素

単位に論理相または論理積をとって重ねて一つの面とす

る機能カミあり二つの図の重合せやある領域外の部分

をカットした画を作ることもできる｡このように複合

図作成機能とこれらの機能とを用いることにより単図

作成機能で作成した画を思うように配置することができ

る.

RASMAPの持つ整飾機能とはこれまで示した機能

以上主としてRASMAPについて述べてきたが

GMAPの機能は色の塗りつぶし機能を使わない部分

についてはRASMAPとほぼ共通である.特に学術誌

などに掲載しようとする場合にはモノクロの図に限ら

れる場合が多くきれい狂細線を描けるペン･プロッタ

が活躍する場も多い.地質のような領域デｰタを扱う

場合には作図時間はかかるカミ模様により領域を塗り分

けるときれいな仕上りの図ができる･例を第15図に示

す.

おわりに

GATLASシステムは今まで見てきたように地球科

学デｰタをアトラスとして可視化して表現するための

強力かつ便利な道具となりうる.特にSSファイル漬

1984年1月号�
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第14図

RASMAP出力例:

整飾モジュｰルの

貞使用例

算機能は目的が作図以外にあった場合にもファイル間

の演算機能として一般化できるものであり汎用性も高

い･今後は作図機能にとって必要な演算ばかりではな

く地熱資源評価のような将来の問題に対応しうる機能

も揃えていくことも重要な課題である.

GATLASシステムの開発の一環としてSSファイ

ルを定義したことも今後のSIGMAシステムにおいて重

要な意義を持つ･これからのアプリケｰション･ソフ

トウエアの開発の基礎となるだけでなく各ユｰザが作

成するプログラムやデｰタに対しても一つの標準仕様を

示すことになる.ユｰザが作成するファイルカミSSフ

ァイルに放っていれば一般的なファイル演算や作図は

GATLASにより実行できユｰザの負担は軽減され

かつ各ユｰザカミほぼ同じ内容のプログラムを作るとい

った無駄も少なくたる｡これはシステム全体の効率を

上げることになり欠きた意味を持つ.

GATLASシステムは第一段階の開発が終了したと

ころであり改良すべき部分･追加すべき部分カミまだま

だ残っているものと思われる.これからは使用経験を

積み上げつつ地下庸報の把握のための強力なツｰルと

なりうるように開発･改良を続けていきたい.

謝辞:地質図関係のGATLAS出力に御協力いただいた浦井稔

氏に謝意を表します.

甜悉.､
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